
平成29年度 第２回奈良県教育サミット

「就学前教育の充実をめざして」

～幼小接続に関する宇陀市の取組～

宇陀市教育委員会 教育長 福田 裕光
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資料３－２



宇陀市の人口 3万1,162人 （平成30年1月1日現在）

◆ 小学校 ６校

中学校 ４校

幼稚園 ３園

保育所 公立２ ・ 私立１

幼保連携型認定こども園 ２園

・ 子育て支援センター

・・・１，２１２名

・・・ ６８２名

・・・６４３名

幼稚園・小学校・中学校 【教育委員会・教育総務課】
保育所・こども園 【福祉部・こども未来課】

• 連携をとって課題のある幼児、児童生徒の共通理解を図っている。

• 少子化を視野に適正配置が課題である。
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宇陀市教育大綱 (平成28年3月制定）

宇陀市のめざす教育
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１ 確かな学力・規範意識・体力の向上

２ 夢を育む教育環境づくり

３ 地域全体で子育てを

４ 人権文化の創造

５ 郷土を誇り郷土を愛する人材づくり

「就学前・小・中連携」

28年度より 検討委員会を立ち上げる

基本方針
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「主体的・対話的で深い学びの実現」のために

小学校・中学校での子どもたちの力が引き出されるよ
う、幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方
を探っていく。

• 宇陀市立榛原東幼稚園・榛原東小学校が県の幼小接続事業、モデル指定
校となって取り組む。

（ H２８年度、H２９年度 ）

「幼児期の学びを知り、小学校教育につなげる」
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宇陀市幼小連携推委員 （会議）

幼小接続事業
プロジェクトチー
ム（榛原東幼小
研究委員）

榛原幼小
推進委員

室生こ・小
推進委員

榛原西幼小
推進委員

菟田野保・小
推進委員

大宇陀こ・小
推進委員
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課題
「幼児は小学校に漠然と不安を抱いている」

子どもの戸惑いや不安感を糸口に交流内容を組み立てることからスタート

子ども・・・「給食の時間が短いからどうしよう」 「学校まで歩いていけるか心配」
「男の人がたくさんいるからドキドキする」「何かわからないけど不安」

保護者・・・「給食について」「登下校について」「友達関係について」「小学校生
活について」

小学生と園児・保護者の
交流から不安の解消を図り、
安心感から学びに向かう気
持ちを、期待感とともに醸
成していく取組を計画。

「知りたい・伝えたい・つながりたい」

小学生と園
児・保護者

園と小学校
の双方の先
生方

7



学校紹介・学校探検

小学校紹介カード・・・
小学生が幼稚園を訪
問して小学校の紹介
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小学生の学ぶ姿勢が刺激

自分たちの生活に
取り入れようとする

あこがれをもち、これからの自分を想像する。

学校の生活が見える
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小学校教員の園見学 事前事後の話し合い

保育体験

教職員の交流：相互訪問

園の先生が小学校へ

幼児期の終わりま
でに育ってほしい
姿やめざす子ども
像を共通点に

互いの特徴や違
いを理解し合い、
共通の視点をもっ
て話し合う
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保護者交流・先輩保護者から話を聞く

子どもと保護者
と学校をつなぐ

 

 

はじめまして！ ～うちの子
こ

紹介
しょうかい

シート～ 

 

（自分の顔をかいてね。） 

 

 

 

 

と、よんでね！ 

うまれたひ 

がつ    にちうまれ 

みんなに知
し

ってほしいこと 
（例：性格・特徴・得意なことな

ど） 
(例：性格・特徴・得意なこと・好きな物など) 

 

小 学 校
しょうがっこう

でがんばりたいこと   

（してみたいこと） 

は 

 

 

です。 

 

なまえ 

 

 

〈幼小連携便り〉

〈うちの子紹介シート〉
家庭への発信

子どものことを
知ってもらう
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＊互いの教育の違いを理解し合う「相互理解」を図る

＊「互恵性」のある教育活動

生活科「あきみつけ」の幼小
交流カリキュラムを作成
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①個人 学年 学校、園全体の広がりへと意識変革

②「知らない部分を知ろう」 教員の校種を超えた意識変革

③先生方の工夫・改善 子どもの主体性につながる意識変革

体制づくり 教員の意識改革
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①食事②睡眠③排泄④清潔⑤衣服の着脱

⑥子どもとしての最低限のマナーやルールを守る ⑦その他

時間を守る 約束を守る 身の回りの整理整頓ができる

きちんとした挨拶ができる 自立した生活態度を指す 等

生活習慣の定着を目的に、教育委員会が市内の公私立、全幼・保・こども園
の5歳児に配布し、家庭での取り組みを応援する。
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幼小の接続・連携、小中の接続・連携を強化する方向
で幼児期から中学校までの教育を切れ目なく行う。

幼小接続 小中接続つなぐ

子どもの「生きる力」と「夢」を育む教育の
実現のために
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ご清聴有難うございました。
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